
日光市放射能汚染分布 
2011.10.03-12調査/日光市 

測定地上 50cm 
マイクロシーベルト/以上～未満 

 

0.1未満    1 ヶ所   0.2% 
0.1-0.2  155 ヶ所  28.8% 
0.2-0.3  187 ヶ所  34.8% 
0.3-0.4  152 ヶ所  28.3% 
0.4-0.5   30 ヶ所   5.6% 
0.5-0.6   10 ヶ所   1.9% 
0.6-0.7    2 ヶ所    0.4% 
0.7-0.8    1 ヶ所    0.2% 

 

地表面セシウム汚染地図

2011.09.05/毎日 

 

放射能から子どもを守り 

１人の被ばく者も出さない 
 

〈日光・放射能から子どもを守る会〉201２.０１.１３//no.１２ 
 

 

給食は一食ごと測定し放射能ZEROの安心 

１日でも早く以前の放射線量に戻そう 
政府･県･日光市の積極的な除染対応を望む 

 

❑ 政府の放射能除染基準//毎時0.23μSv ❑ 

❏栃木県原発崩壊前//0.030～0.067μSv/h❏ 
 

 
 

◆ひとこと電話で声を上げよう！ 
 

 

放射能から子どもを守るため 

園庭、校庭の表土を除去してください 

給食は放射性物質のない食材を使って 
 

❏保育園・幼稚園//子育て支援課０２８８-２１-５１８６ 
❏小中学校//学校教育課   ０２８８-２１-５１８１ 
❑環境課               ０２８８‐２１‐５１５２ 
 

 

 

 朝日夕刊一面、「修学旅行先『安全ですか』」  

〈日光での線量検査/保護者が要請〉 
  20120105/朝日新聞夕刊 

  「首都圏の多くの小学生が修学旅行で訪れる栃木県日光市に対し、観光名所での

放射線量検査や宿の食材の産地公表などを求める動きが出ている。どうしたら保護者

らの『安心』を得られるか・・・『横浜市の修学旅行を考える会』・・から要望書を受け・・・

放射線測定結果や宿で出される食材の産地の公表に加え『修学旅行先の決定は安全

を確認する』ことなどを求めていた。・・同会代表の生野さんは・・『・・家庭で線量が高そ

うな地域の食材を避ける努力をしているのに・・』と話す。」(関連/当チラシno.06、no.08) 
❑❖生野さんからのmail❖❑ 
日光が安全アピールに必死になるよりも、安心できるような対策を必死にして欲しい。 
 
子どもが利用する県有施設の空間放射線量公表 〈栃木県12.28〉 

 (測定数値//上/地上1m、下/地上50cm//2011.12.22//下線/校庭５カ所測定平均)  
 

  予備検査された日光市内の４カ所県有施設紹介。年度内に除染予定とのことです。 
❖日光明峰高校    平均 0.28μSv/h 
    0.24    0.30    0.28 
    0.26    0.30    0.28 
❖日光田母沢御用邸祈念公園 0.23μSv/h 
  0.22  0.24  0.24  0.19  0.20 
  0.24  0.26  0.26  0.20  0.20 
❖今市特別支援学校  平均 0.31μSv/h 
  0.30  0.34   0.33 0.24 
  0.31  0.34   0.34 0.25 

❖日光だいや川公園線量 0.33μSv/h 
〈数値は前号掲載〉 

県は、以前から公園の測定を、月１回５地

点の測定。しかし、「公開していない」と秘

密扱い。さらに高い放射線量だったはず

です。春から秋は、多くの子どもたちが芝

生で遊んでいました。県は放射能汚染の

危険性を知らぬ顔です。芝生の手入れを

する労働者の労働安全の無視です。 
 

 

〈日光・放射能から子どもを守る会〉tel・０２８８‐２６‐０１３０//nairamdal-1871@dream.jp 

 
 
低線量被ばく・内部被ばくの環境で生活 

日光市は放射能の危険性考えていますか 
 

 
 

  政府は、今年から毎時 0.23マイクロシーベルト以上の放射線汚染地域の除染費用
を負担して進めます。これを受けて栃木県は、１２月２８日、子どもが利用する県有施設

の空間放射線量測定値を公表しました。日光市内(１２月２２日測定)の４施設は〈地上
50cm平均〉、❖日光明峰高校/0.28μSv/h、❖今市特別支援学校/0.31μSv/h、❖日
光田母沢御用邸祈念公園/0.23μSv/h、❖日光だいや川公園/0.33μSv/h で、３月末
までに除染の予定です(参考/4P.)。しかし、市はこれらの施設について、放射能の危険
性を市民、生徒に周知徹底していたのでしょうか。それは、日光市が「そば祭り」を日光

だいや川公園で放射能汚染を無視して開催したことが示しています。 
  正月早々、日光市の放射能の危険性を無視した姿勢は、前号で紹介した世界遺産

「輪王寺」の大晦日から元旦の「護摩供」「三仏堂の屋根よりも、高く高く立ちのぼる、護

摩の煙と炎に祈りを込めて、一年間の災厄を焼き払い、開運を願う、勇壮な儀式」で、

放射能汚染された常緑樹の葉を焚き、放射能を撒き散らす行為で明らかです。その放

射能飛散は、日光駅まで流れていました。 
  さらに、庶民文化のドンド焼きなどが、すでに行われていますし、１４日、１５日に予

定しているところもあります。これらは、放射能汚染された木や竹などを燃すことで、放

射能が飛散・拡散し、また、煙を吸うことで内部被ばくになります。特に、ドンド焼きなど

は、子どもたちが中心に集まります。これらを計画する大人たちの危機感が問われます。

いや、これまで日光市の放射能の危険を周知する姿勢がないことから、人々に放射能

への危険性への緊張感がなく、無知ではすまされない怖い事態となっています。これら

に対して、放射能汚染・被ばくを危険と思っていない日光市は、「問い合わせはあるが、

国、県などから通知もなく、駄目とは言えない」と、他人ごとです。他方、那須塩原市は

「放射性物質を含む物を燃やすことで拡散する可能性などが考えられる。市民から問

い合わせがあった場合、自粛

をお願いしている」〈0107/下

野〉と、この差です。 
 

mailto:nairamdal-1871@dream.jp


  また、新年早々、那須町は、「放射能対策はこれからが正念場。これまで以上に官

民一体で取り組まなければ・・・４日朝から、今年最初の除染に着手」。那須塩原市は、

「放射線対策は喫緊の課題」〈0105/下野〉、鹿沼市は、「地上 1m毎時 0.23μSv以上
の地点４１カ所・除染を進めてきた。今後は、地上 1cmで年間 1mSvを超える地点を除
染対象にしていく方針」〈0106/毎日〉と、積極的に除染を進めています。他方、日光市

は、「年度末までには除染計画をたてます」と、本気で除染を進めるつもりがあるのか見

えません。 
  これまでも、日光市の姿勢は際立っています。日光市の放射線量測定の対応は、１

０月全市の測定をし、次回は半年後、アスファルト舗装上の測定です。他方、那須塩原

市は、９月測定して毎月実施、アスファルト舗装上、参考に同地点脇草などの測定です。

この違いです。 
  さらに、１０月の日光全市測定した結果は、「９割は、0.40マイクロシーベルト未満」、
真意を尋ねると「安心して生活できる」です。そして、小中学校などでは、１マイクロシー

ベルト以下は、「校庭を利用することは問題ない」との姿勢です。政府は「１μSv/h以下
だと安全」とは言っていませんが・・・・。 
 

日光市長の『“放射能”安全宣言』の姿勢は 

『年間１００ミリシーベルト以下なら安全』との驚きの考え方 
 
  日光市は、那須地域とともに放射能汚染がひどく、５月に栃木県と県教育委員会の

測定した保育所、幼稚園、小中学校、高等学校の調査結果からも、例えば、日光市内

の小学校全２６校//0.1μSv/h-0.2μSv/h//３校、0.2-0.3/２校、0.3-0.4/１３校、
0.4-0.5/２校、0.5-0.6/４校、0.6-0.8/２校と、高濃度汚染にもかかわらず、「安全宣言」
を高らかに叫び続けてきています。この日光市長の感覚が理解できるでしょうか。 
  日光市長の自信に満ちた『放射能安全宣言』は、なんと『年間１００ミリシーベルト以

下なら安全』という考え方です。ですから、『放射線の危険性』など、考え及ばないので

す。いや、作為的な対応と言えます。子どもや市民の健康よりは、経済優先の考えから

導き出した姿勢ではないでしょうか。日光市は、「放射能の危険がない」との姿勢です

から、急いで除染しようとはならないのでしょう。 
  私たちは、このままにしておけないと思います。子どもたちが心配です。日光市は、

今もって、「放射能」の危険性を市民に周知徹底する姿勢は見受けられません。改めて、

私たちは、住み慣れたふるさと、日光市で安心して住み続けるために、『放射能の危険

性』を知ることが大事です。そして、特に、『低線量被ばく』『内部被ばく』の危険性につ

いて知ることが求められています。 
  危険性を知ることで、子どもだけでなく、自らの健康を守るために、一人ひとりが声を

上げ、みんなの力につなげていかなければ、何年後かには大変なことが起こりかねま

せん。 
  今後、『低線量被ばく』『内部被ばく』の危険性について紹介して行きます。 

 放射能から子どもを守る  
 

５年後、子どもと笑って過ごしていたいです♪ 
 

２ 
 

子どもが心配で、心配で「タウントーク」に参加しましたが… 

 
○×市在住 / 仮名 ナナオ 

  ○×市の＜市長タウントーク＞という懇談会！？みたいなのがありました。 
  行くのどうしようか、ドキドキして迷いました。どういうものかも知りませんし。。。でも、

行かなきゃ！という気持ちに駆られ、意を決して・・・ 
  一人で地元公民館大ホールに行ってきました。大ホールとはいうものの、とても小さ

い会場でした。小学校の体育館より小さいです。中に入ると、出席者の席に少ない人

数の、全員、お年寄りがいました。皆さま、白髪で、スーツを男性も女性も着ていらっし

ゃいました。え！？若いのはわたし、一人？？？？違和感がありました。わたしは、普

段着のスカートでしたし。 
  市側には、前列に市長、副市長、教育長が座っていました。その後ろに、各部長ク

ラスであろう様々な分野の役職の方が２０人くらい座っていました。 
  市長の話の後、市民からの質問の時間です。わりとご高齢の方が手を挙げて、市の

財政のことを質問したりしていました。自治会の会長さんが主に来ているのか、自治会

のことを話していました。また、「○×市にはギャラリーがないから、絵画が飾れない」と

か、「デマンドバスの値段が高い」とか、誰一人、放射能関係を発言する人がなく、ここ

は日本か？○×市か？と疑いたくなりました。 
❖     ❖     ❖ 

  わたしは、毎日、毎日、ママとして、こんなにこんなに苦悩して、考えて、考えて、こ

れしか考えていないのに、今の、○×市民の一般の方は、絵のことが大事なんだ、バス

のことの方が大事なんだと悲しくなりました。 
  そうですよね、ご高齢の方にとっては、小さい子をかかえているわけでもなく、放射

能の健康への影響を危惧するわけでもなく、全く興味もないし、知識もないのだと。。。 
  手を挙げる勇気もなく、司会者の方が「時間がなくなってしまったので終わりにしま

す」と。あ～、夕飯も食べずに（１９時開始２０時半過ぎてました）、子供を実家に預け、

わざわざ来たのに終わっちゃう！わたしは前列から三列目（一列目には誰も座っては

なく実質二列目）、すぐ目の前には、市長さんがいる、教育長さんがいるのに～～～～

と思いつつ、市長がどうみても超違和感がある浮き浮きママのわたしを見てかどうかは

わかりませんが、最後に、「今回のタウントークで誰からも放射性物質に対しての意見が

出なかったのでわたしの方から一言。」きたーーーっと、思いましたが、結局は、「○×

市は安全です。」という話でした。。。                〈次号に、つづく〉 


